
編
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し ょ う

窯
が ま

ふるさと納税の返礼品を
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　7回目は、須恵町の山中にある窯元で、姉妹で協力しながら個性豊
かな陶器の制作、販売や陶芸教室などを開き、ふるさと納税返礼品
も手掛けている「陶翔窯」に、おじゃましま～す！

翔窯について、姉の光
み つ

安
や す

逸
い つ

子
こ

先生、妹の光
み つ

安
や す

玲
れ い

子
こ

先生にお
話を伺いました。中学校の教師
だった父が、趣味（独学）で始め、
昭和63年に、現在の植木で窯

か ま

開
び ら

きを始めてから、継続的に販売を
するようになり、現在に至ってい
ます。

から特に陶芸について教え
て貰ったことはありません

が、幼いころから陶芸を身近に感
じ、興味を持っていたので、二人
とも九州産業大学造形短期大学部
で、陶芸を学びました。

翔窯で使う土は、信
し が ら き

楽地域の
土で、耐火性が高く可

か

逆
ぎゃく

性が

大きい粘土質のもので、教室等で
使う土は、使いやすいようにブレ
ンドしています。

品の特徴は、ろくろ目が味わ
い深く、手に取った瞬間に持

ちやすさが解る優しい作りになっ
ています。

月3回、工房にて実施してい
るワークショップに加え、ミ

ニデイサービスやまなびっく教室
での出張ワークショップは参加者
から大変人気です。インスタグラ
ムで開催日時や募集に関する情報
を発信していますので、ぜひご覧
ください。

会だよりについては、最近の
議会だより、なんかとっつき

やすくなったんじゃないとの感想
をいただきました。

　
と
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
言
に

「
税
金
な
ん
て
何
に
使
っ
て

い
る
か
分
か
ら
な
い
。
ム
ダ

だ
！
」と
か
。

　
い
や
い
や
税
金
は
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
よ
。
水
、
医
療
、

教
育
、
福
祉
、
道
路
、
ゴ
ミ・

下
水
の
処
理
、
防
災
…
ほ
ぼ

生
活
の
全
部
と
言
っ
て
い

い
。
と
は
言
え
、
ム
ダ
が
な

い
と
も
言
え
な
い
。
そ
こ
を

正
す
の
が
議
会
の
仕
事
で
も

あ
る
。

　
ち
な
み
に
所
得
税
１
０
３

万
の
壁
を
１
７
８
万
に
上
げ

る
と
、
須
恵
町
で
不
足
す
る

税
収
は
５
億
円
に
な
る
そ
う

な
。
す
で
に
ギ
リ
ギ
リ
の
予

算
組
み
な
の
に
。

　

ム
ダ
と
い
う
前
の「
分
か

ら
な
い
」が
問
題
か
も
。
知

ら
な
い
と
見
え
て
来
な
い
。

そ
う
い
う
方
は
、
お
近
く
の

議
員
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
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　「父から受け継いだ窯を姉妹で守
り、オリジナリティあふれる作品を、
一つひとつ手作りで、普段使いから
贈答用まで幅広い用途で使ってい
ただけるような作品作りを心掛けて
います。
　今後とも、姉妹で『地味～に』活
動していきますのでよろしくお願い
します」との事でした。

ろくろ目が味わい深いカップ

大人気のワークショ
ップ。要チェックです

よ！

個性豊かなワークショップの作品妹の玲子先生 姉の逸子先生
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